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ご
み
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。ご
み
が

増
え
る
と
、そ
の
処
理
に
か
か
る
費
用
も

増
え
ま
す
。ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
ど
の
く
ら
い
の
ご
み
が
出
る
の
？

　
■
ご
み
の
処
理
に
係
る
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
資
源
化
さ
れ
た
量
は
？

※
平
成
18
年
度
の
ご
み
処
理
の
状
況

　

ご
み
の
減
量
は「
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
く
こ
と
」が
大

切
で
す
。

■
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま
し
ょ
う

　

レ
ジ
袋
を
減
ら
す
た
め
、マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
て
買
い
物
に
出
か
け
ま
し
ょ

う
。

■
不
要
な
物
は
も
ら
わ
な
い

　

不
要
な
物
を
も
ら
っ
た
り
、必
要
以
上

に
包
装
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

ご
み
を
増
や
す
原
因
と
な
り
ま
す
。必
要

が
な
け
れ
ば
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル
は
、買
い

替
え
ず
に
、詰
め
替
え
用
の
商
品
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
修
理
し
て
長
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

家
具
な
ど
、修
理
し
て
使
え
る
も
の
は

な
る
べ
く
修
理
を
し
て
長
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

問
１　

生
ご
み
は
？

Ａ　

台
所
か
ら
そ
の
ま
ま
ご
み
袋
に
入
れ

て「
も
や
せ
る
ご
み
」で
出
す
。

Ｂ　

水
を
よ
く
切
り
、ご
み
袋
に
入
れ
て

「
も
や
せ
る
ご
み
」で
出
す
。

問
２　

荷
物
を
縛
っ
て
あ
っ
た
ひ
も
は
？

Ａ　

30
㎝
以
内
に
切
っ
て「
も
や
せ
る
ご

み
」で
出
す
。

　

Ｂ　

丸
め
て「
も
や
せ
る
ご
み
」で
出
す
。

問
３　

紙
製
の
空
き
箱
は
？

Ａ　

箱
を
開
い
て
雑
誌
と
一
緒
に
縛
っ
て

「
紙
類
」で
出
す
。

Ｂ　

そ
の
ま
ま
ご
み
袋
に
入
れ
て「
も
や
せ

る
ご
み
」で
出
す
。

問
４　

洗
剤
の
入
っ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
容
器
は
？

Ａ　

中
を
す
す
い
で
乾
か
し
た
後
、「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
類
」で
出
す
。

　

Ｂ　
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」で
出
す
。

問
５　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
？

Ａ　

ご
み
袋
に
入
れ
て「
も
や
せ
る
ご
み
」

で
出
す
。

　

Ｂ　
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」で
出
す
。

問
６　

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
？

Ａ　

灯
油
を
抜
い
て
、粗
大
ご
み
と
し
て
直

接
処
理
施
設
へ
持
っ
て
い
く
。

Ｂ　

灯
油
を
抜
い
て
、「
も
や
せ
な
い
ご
み
」

で
出
す
。

ク
イ
ズ
で
チ
ェ
ッ
ク
！

ご
み
の
分
別
・
出
し
方

　
　

正
し
い
の
は
ど
っ
ち
？

知っていますか？知っていますか？

　　ごみごみのあれこれのあれこれ
ご
み
の
こ
と
を
知
ろ
う
！

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

エコロくん

4人世帯で1年間に
1,649kg

（総ごみ量2万7,461t）
※うち、もやせるごみ
1万8,738t

4人世帯で1年間に
6万1,276円

（総処理費10億2,042万円）
※人件費、建設費などを除く

紙やびんなど、1年間で
7,345t

（このほか、「もやせるごみ」から
は1,121tの炭ができました）

リサイクルレンジャーリサイクルレンジャー
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
、本
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
な

い
も
の
や
分
別
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。ご
み
を
出
す
際
に
は
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
も
や
せ
な
い
ご
み
」の
収
集
日
に
出
さ

れ
て
い
た
も
の

■「
紙
・
布
類
」の
収
集
日
に
出
さ
れ
て
い

た
も
の

※
収
集
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

「
粗
大
ご
み
」で
す
。「
粗
大
ご
み
」は
、

直
接
処
分
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
ご
み

で
、分
別
さ
れ
て
な
い
も
の
や
粗
大
ご
み
、

指
定
日
以
外
の
日
に
出
さ
れ
た
ご
み
な
ど

の〝
違
反
ご
み
〞が
あ
り
ま
す
。５
月
か
ら
、

こ
れ
ら
の〝
違
反
ご
み
〞に
収
集
業
者
が
ス

テ
ッ
カ
ー
を
張
り
、収
集
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
は
、き
ち
ん
と

※
収
集
日
前
日
に
出
し
た
場
合
も〝
違
反

ご
み
〞と
な
り
ま
す
。ご
み
は
、収
集
日

当
日
の
午
前
６
時
か
ら
８
時
ま
で
の

間
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
屋
外
焼
却
は
、煙
や
に
お
い
、灰

の
飛
散
に
よ
っ
て
、近
所
迷
惑
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
も
な
り
、健
康

や
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※
ご
み
の
焼
却
は
、一
定
の
基
準
を
満

た
す
焼
却
炉
し
か
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。違
法
な
焼
却
行
為
を
し
た

場
合
は
、３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
屋
外
焼
却
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

▼
清
掃
管
理
課
�
27
局
０
０
０
３

▼
環
境
衛
生
課
�
23
局
３
５
４
１

　
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
新
し
い
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
」に
は
、正
し
い
ご
み
の

分
別
の
仕
方
や
出
し
方
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
を
見
て
し
っ
か
り
分
け
、ご
み
の

減
量
、資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課
�
27
局
０
０
０
３

問
７　

魚
や
肉
が
入
っ
て
い
た
白
色
ト
レ
イ

は
？

Ａ　

す
す
い
で
乾
か
し
た
後
、「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
類
」で
出
す
。

Ｂ　

す
す
い
で
乾
か
し
た
後
、「
白
色
ト
レ

イ
」で
出
す
。

問
８　

電
球
は
？

　

Ａ　
「
有
害
ご
み
」で
出
す
。

　

Ｂ　
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」で
出
す
。

問
９　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
保
存
容
器
は
？

　

Ａ　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
」で
出
す
。

　

Ｂ　
「
も
や
せ
る
ご
み
」で
出
す
。

問
10　

化
粧
品
の
び
ん
は
？

Ａ　

中
身
を
出
し
、す
す
い
で
乾
か
し
た

後
、「
そ
の
他
の
び
ん
」で
出
す
。

Ｂ　

中
身
を
出
し
、「
割
れ
ガ
ラ
ス
・
陶
器

類
」で
出
す
。

ク
イ
ズ
の
答
え

問
１
＝

Ｂ
／
問
２
＝

Ａ
／
問
３
＝

Ａ
／
問
４
＝

Ａ

問
５
＝

Ｂ
／
問
６
＝

Ａ
／
問
７
＝

Ｂ
／
問
８
＝

Ｂ

問
９
＝

Ｂ
／
問
10
＝

Ｂ

ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
注
意

〝
違
反
ご
み
〞に
ス
テ
ッ
カ
ー

ご
み
焼
き
禁
止
！

かばん、靴
布団、座布団、
じゅうたん

座椅子、トタン、
鉄パイプ、三輪車

「もやせるごみ」です。「粗大ごみ」です。 「粗大ごみ」です。

▼

缶ともやせるごみが混ざって
分別されていないごみ

▼

“違反ごみ”に張る
ステッカー

▼▼

ゴミゴミンゴミゴミン
普段はまちを汚す悪い奴ら。普段はまちを汚す悪い奴ら。
エコレンジャーからの指導もエコレンジャーからの指導も
あり、現在ごみの分別・出し方あり、現在ごみの分別・出し方
について勉強中。について勉強中。
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９
月
27
日（
木
）、『
渥
美
地
域

審
議
会
』『
赤
羽
根
地
域
審

議
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渥
美
地
域
審
議
会
で
は
、渥
美

地
区
校
区
市
民
館（
和
地
・
堀
切
・

伊
良
湖
・
亀
山
・
中
山
・
清
田
・
泉
）

の
改
修
、福
江
市
民
館
の
整
備
計

画
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
て
行
っ
て
い
る
福
江
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
、下
水
道
事
業
な
ど
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
、市
の
担
当

者
が
説
明
し
、委
員
と
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、７
月
に

運
行
を
開
始
し
た「
ぐ
る
り
ん
バ

ス
中
山
線
」の
利
用
状
況（
１
便
当

た
り
の
平
均
乗
車
人
数
７
・
15
人
）

や
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
、市
の
担

当
者
が
説
明
し
ま
し
た
。

▼
市
民
生
活
課（
渥
美
支
所
）

�
33
局
１
１
１
１

　

赤
羽
根
地
域
審
議
会
で
は
、委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、会
長
お

よ
び
副
会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、赤
羽
根
道
の
駅
、

区
画
整
理
事
業
、農
業
専
門
職
大

学
院
大
学
な
ど
の
進
行
状
況
に
つ

い
て
、市
の
担
当
者
が
説
明
し
、委

員
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

赤
羽
根
道
の
駅
と
農
業
専
門
職

大
学
院
大
学
の
進
行
状
況
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

■
赤
羽
根
道
の
駅

・
平
成
21
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定

・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ

プ
、
海
産
物
店
、
青
果
品
店
の

４
店
舗
の
テ
ナ
ン
ト
が
決
定

・
平
成
19
年
度
は
土
地
造
成
。
平

成
20
年
度
に
本
体
工
事
を
実
施

■
農
業
専
門
職
大
学
院
大
学

・
平
成
21
年
４
月
の
開
学
を
目
指
す

・
学
長
就
任
の
内
諾
を
得
て
い
る

・
教
授
陣
は
人
選
中

▼
市
民
生
活
課（
赤
羽
根
支
所
）

�
45
局
３
１
１
１

▼

農業専門職大学院大学となる旧成章高校赤羽根校舎

▼

「赤羽根道の駅」の建設予定地（赤羽根港付近）

『
田
原
市
渥
美
地
域
審
議
会
』『
田
原
市
赤
羽
根
地
域
審
議
会
』
開
催

1

役　職 氏　名 区　分
会　長 大羽義市 学識経験を有するもの
副会長 神谷道宣 社会教育および学校教育の団体に属するもの

委　員

杉原　孝 校区総代代表
大武隆文 農林水産業団体・商工業団体に属するもの
大羽照夫 　　　　　　　〃
杉原邦典 社会教育および学校教育の団体に属するもの
中村都祁子 青年・女性・高齢者を構成する組織に属するもの
林　徳悦 　　　　　　　〃
水野洋子 社会福祉に関係するもの
太田睦雄 学識経験を有するもの

■田原市赤羽根地域審議会委員【敬称略】 任期：平成21年3月31日まで

事業区分 地区 普及率（%） 水洗化率（%）

公共下水道

田原 84.6 79.3
赤羽根 98.0 62.4
渥美 60.7 51.4
計 80.5 73.1

農業集落排水

田原 96.4 98.5
赤羽根 96.9 93.4
渥美 37.6 78.5
計 73.8 93.2

コミュニティープラント※ 夕陽が浜 96.5 100.0
田原市計 78.1 83.2

■下水道などの普及率 平成19年3月31日現在

※

地方自治体や民間事業者の開発行為による住宅団地などで、し尿や生活排水を合わせて処理する施設

建設予定地
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※最近、「市町村の防災セン
ターやマンション管理業
者からの依頼です」など
と名乗って、「緊急地震速
報」の個別受信装置を家
庭へ設置することが義務
化されているかのような
説明を行い、販売しよう
とする業者が現れている
との情報があります。市
民の皆さんに個別受信装
置の設置などを義務付け
ることはありません。ご
注意ください。

ちょっと待った！その電話
振り込め詐欺ですよ！
最 近、田原市内で「愛知県警察本部の生活安全課で

す。息子さんが女性のスカートの中を盗撮して
…」などといった電話がかかり、泣き声の本人・弁護士・
被害者の夫と名乗る犯人に、言葉巧みに誘導されて、現
金をだまし取られる被害が
発生しています（8月～9月
で、6件・総額1,200万円の現
金がだまし取られています）。
緊急を要する示談金はあり
ません。絶対にだまされない
でください！

緊急地震速報をご存じですか？
地 震が恐ろしい理由の一つは、突然襲って来ることです。しかし、自分のい

る場所が強く揺れ始める前に「まもなく揺れます」と言うおしらせがあれ
ば、事前に身構えることができるので、被害を減らすことができます。これを可
能にしたのが、気象庁が中心となり一般向け情報提供を開始している『緊急地震
速報』という新しい地震情報です。
　『緊急地震速報』は、テレビ・ラジオや専用の端末機などを通じて提供されます
（震源に近い地域では、緊急地震速報が間に合わない場合があります）。
　『緊急地震速報』を見たり聞いたりしたときは、周囲の状況に応じて、あわてず
に、まず身の安全を確保しましょう。

▼防災対策室  �23局3548

□被害にあわないために
次のことに注意して、冷静に対応してください。
●その日にすぐ振り込まない
●本人と連絡を取り、事実を確認する
●家族や知人に相談する
●不審に思ったら、警察に相談する

　怪しい電話を受けたときは、それが事実かどうか確認
しなければなりません。家族の携帯電話の番号や勤務先
の電話番号などを把握しておき、いつでも連絡が取れる
ようにしておきましょう。もし、連絡が取れない場合は、
すぐに警察に相談してください。

▼田原警察署生活安全課�23局0110
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サンテパルクたはらでは、販売部門の経営をＪＡ
愛知みなみに移したことに伴い、マーケットとレ
ストランをリニューアルしました。マーケットは、
旬の野菜や花々はもちろんのこと、地元の特産品・
農畜産物が豊富に取りそろえられています。また、
かつてのバーベキュー広場を改修したバイキング
形式のレストランにも、旬の地元食材をふんだん
に使った約50種類のメニューが並んでいます。両
施設とも、連日多くの入園者でにぎわっています。

消防団ポンプ操法大会をはなのき広場で開催しま
した。成績は次のとおりです。【ポンプ車操法の部】
優勝　南部分団２号車（本多成行、山本幸洋、中神
司、中神賢、長神行訓）準優勝　神戸分団２号車（岡
本直樹、藤井俊昭、松井克仁、藤田恭弘、久瀬孝之）
【小型ポンプ操法の部】優勝　赤羽根分団２号車
（鈴木雅起、鈴木貴晴、中村匡憲、中神充善）準優勝
　神戸分団３号車（冨田祐基、寺田哲大、鈴木照人、
寺田秀人）

９月16日（日）に東京都で開催された全国剣詩舞コ
ンクール決勝大会「剣舞一般二部（55歳以上の部）」
に出場し、みごと優勝を果たした斎藤憲子さん（吉
胡町）が、その報告に市長を訪れました。剣を持ち、
詩吟の調べに合わせ、激しく、また、ときには優雅
に舞う「剣舞」。大会では、技術や表現力などを競い
ます。「意気込み過ぎず、リラックスできたのがよ
かった」という斉藤さん。日本一を手にした演技の
様子を、笑顔で語ってくれました。

■多くの来園者でにぎわうバイキング形式のレストラン

土 サンパルから　新鮮な“旬”をお届け

■迅速・確実な動きで吸管を伸ばし水利へ投入！

9 10

金 伝統を受け継いだ　日本一の舞 競演！　熱き消防団員たち土

■りっぱな賞状とメダルを披露してくれた斉藤さん（中央）
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秋の深まりを感じる蔵王山一帯で蔵王山展望まつ
りを開催し、約６０００名の家族連れなどでにぎ
わいました。展望台下の特設ステージでは、パフォ
ーマンスショーやクイズ大会など、多彩なイベン
トを展開。蔵王山園地（芝生広場）では、裏千家によ
る抹茶と薫風流による煎茶が振る舞われました。
また、ふもとの権現の森では、蔵王権現大祭、あつ
まれ！チビッコ権現の森が行われるなど、蔵王山
一帯が活気に包まれた１日となりました。

田原市総合体育館・はなのき広場で第４回田原市
スポーツギネス大会を開催し、約５００名が田原
市のギネス記録や自己記録に挑戦しました。『急げ
綱引き』『フリースロー』『ジグザグドリブル』など、
子どもからお年寄りまで誰でも気軽に挑戦できる
10種類の競技に、参加した皆さんは一生懸命。一番
になって喜んだり、「もう一度挑戦したい」と悔し
がったりと、それぞれがさわやかな汗を流し、スポ
ーツの秋を満喫していました。

田原福祉専門学校の学園祭たっぷく祭が、同校を
会場に開催されました。これは、介護福祉士を目
指して学ぶ学生たちが、日ごろの学習の成果など
を発表し、地域の人々とふれあう場として毎年行
われています。手作りゲームや模擬店、抹茶席のほ
か、福祉用具の展示、手浴体験コーナーなどが設け
られた校内には、両日とも多くの人が訪れ、やさし
く元気ある学生たちとふれあい、笑顔を見せてい
ました。

愛知県サイクリング協会主催の渥美半島ぐる輪
サイクリングが開催されました。今年で３回目を
迎えた渥美半島内を自転車で回るこのイベントに
は、全国各地から約１５００名の自転車愛好者が
集結。真っ青な空の下、太平洋と三河湾に囲まれた
緑豊かな田原市を、風を感じながら走っていまし
た。また、参加者の中には、途中途中で休憩しなが
ら、健康的な１日を楽しく過ごす家族連れの姿も
多く見られました。

日 大自然を　ぐるっと一周

■蔵王山で味わうお茶は格別です ■お父さんも負けないぞ！（10ｍケンケンとび）

楽しく運動　心も体も健康に日

■手浴体験コーナーで学生たちが手をマッサージ

土
金 福祉の心がこもった　学園祭

日 大パノラマの蔵王山に　人の山

■流れる景色を楽しみながら半島内をサイクリング
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前
教
育
長
の
瓜
生
堅
吉
さ
ん（
田
原
町
）

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
教
育
長
に
川
口

侃
さ
ん
（
小
中
山
町
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

　
「
中
央
公
園
施
設
計
画
」
を
見
直
す
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広

く
取
り
入
れ
る
た
め
に
「
中
央
公
園
ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
す
。
そ
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
２
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
市
の
選
考
に
よ
り
決
定
し
通
知
）　

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者　

▼
内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

に
つ
い
て
随
時
検
討
・
意
見
交
換　

▼
申

し
込
み
＝
12
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。　

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
た

に
「
学
ぶ
」
き
っ
か
け
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
す
る
た
め
、
名
古
屋
大
学
の
協
力
に

よ
り
「
市
民
大
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼
開
催

日
・
内
容
・
講
師
＝
表
の
と
お
り　

▼
時

間
＝
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館
２
０
１
会
議
室　

▼
定
員
＝
50

名
（
先
着
順
）　

▼
申
込
方
法
＝
11
月
15

日（
木
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
講

座
名
を
明
記　

▼
そ
の
他
＝
複
数
受
講
可

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

小
中
学
生
対

象（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同

伴
）の
お
菓
子
づ

く
り
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

1「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」と「
蒸
し
ケ
ー
キ
」

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

正
午
ご
ろ　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
料

理
研
修
室　

▼
参
加
料
＝
実
費
（
５
０
０

円
程
度
）　

▼
定
員
＝
40
名
程
度

2「
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ
キ

ー
」と「
タ
ピ
オ
カ
プ
デ
ィ
ン
グ
」

▼
日
時
＝
１
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
ご
ろ　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー
栄
養
指
導
室　

▼
参
加
料
＝
実
費

（
５
０
０
円
程
度
）　

▼
定
員
＝
30
名
程
度

▼
申
し
込
み
＝
11
月
12
日
（
月
）
か
ら
1

は
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
2
は
12
月

26
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校

名
と
学
年
・
希
望
講
座
名
を
明
記
）
／
い

ず
れ
も
先
着
順

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
検
討
委
員
会 

委
員

■田原市市民大学
開催日 内容・講師

① 11月18日（日） 24時間牛乳を飲める国講師：前多敬一郎教授（大学院生命農学研究科）

② 11月25日（日） オーロラの科学講師：塩川和夫准教授（太陽地球環境研究所）

③ 12月1日（土） うなぎと地球科学
講師：渡邊誠一郎准教授（大学院環境学研究科）

④ 12月8日（土） 遺伝情報～親から子に受けつがれるもの～
講師：杉田護教授（遺伝子実験施設）

⑤ 12月16日（日） 地球温暖化と環境問題講師：林希一郎准教授（エコトピア科学研究所）

田
原
市
市
民
大
学 

受
講
生

生
涯
学
習
講
座
「
小
中
学
生

お
菓
子
づ
く
り
」 

受
講
者

新
教
育
長

教育長

川
かわ

口
ぐち

 侃
ただし

 さん
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▼
対
象
＝
18

歳
以
上
の
市

内
在
住
・
在

勤
者　

▼
場

所
＝
情
報
セ

ン
タ
ー
メ
デ

ィ
ア
研
修
室

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
入
門
は
16
名
）／
先
着
順　

▼
受

講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て（
休
館
日
＝
月

曜
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ
ー
ス

を
含
め
、
同
時
に
一
人
２
コ
ー
ス
ま
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
（
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

▼
開
催
コ
ー
ス
＝
ケ
イ
ズ
ス
ク
ー
ル
・
リ

フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）実
践

養
成
コ
ー
ス　

▼
対
象
＝
障
害
者
手
帳

所
持
者（
知
的
・
精
神
）　

▼
日
時
＝
12
月

５
日
（
水
）
〜
平
成
20
年
２
月
21
日（
木
）

の
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
ケ
イ
ズ
ス
ク
ー
ル

（
豊
橋
市
南
瓦
町
14

－

１
）　

▼
受
講
料
＝

６
１
８
５
円
（
オ
イ
ル
・
ビ
ー
カ
ー
・
ス

プ
レ
ー
・
テ
キ
ス
ト
代
）　

▼
定
員
＝
10

名
（
面
接
で
選
考
）　

▼
申
し
込
み
＝
11

月
26
日（
月
）ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
あ

る
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

　

突
然
の
心
肺
停
止
、
そ
れ
は
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
１

日
に
約
１
０
０
人
も
の
方
が
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

な

ど
の
突
然
の
心
肺
停
止
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
い
方
と
心
肺
蘇
生
法
を

学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
日
時
＝
①
11
月
24
日（
土
）午
後
１
時
〜

４
時
、
②
12
月
１
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
①
消
防
署
、
②

渥
美
文
化
会
館
和
室　

▼
定
員
＝
各
20
名

（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
①
は
消
防

署
へ
、
②
は
消
防
署
渥
美
分
署
へ
直
接
ま

た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職

業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講
習
会
修
了

者
に
は
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syobous@
city.tahara.aichi.jp

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９　

32
局
２
４
７
９

　

atsum
ib@
city.tahara.aichi.jp

　

郷
土
の
歴
史
や
文
学
、
美
術
に
つ
い
て
学

び
、ふ
る
さ
と
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
・
場
所
・
日
時
・
講
師
＝

❶
福
田
半
香
に
つ
い
て
／
田
原
市
博
物
館

12
月
８
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

磯
部
奈
三
子
（
田
原
市
博
物
館
学
芸
員
）

❷
崋
椿
系
の
画
家
た
ち
／
田
原
市
博
物
館

１
月
12
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

鈴
木
利
昌
（
田
原
市
博
物
館
学
芸
員
）

❸「
漂
民
聞
書
」の
挿
絵
／
渥
美
文
化
会
館

２
月
９
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

天
野
敏
規
（
田
原
市
博
物
館
学
芸
員
）

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
定
員
＝
各
40

名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
各
講
座
の
１
週
間
前
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

☎
33
局
１
１
２
７　

34
局
１
０
１
０

コース 開催日 時間

初級
12/5（水）・12/6（木）・
12/12（水）・12/13（木）・
12/19（水）・12/20（木）

 13:30
～ 15:30

表計算
（エクセル初級）

12/11（火）・12/14（金）・
12/18（火）・12/21（金）

13:30
～ 15:30

パワーポイント
初級

11/11（日）・11/18（日）・
11/25（日）

13:30
～ 16:30

ホームページ
作成入門

11/13（火）・11/20（火）・
11/27（火）

13:30
～ 16:30

12/9（日）・12/16（日）・
12/23（日）

13:30
～ 16:30

家計簿作成 11/7（水） 9:30
～ 11:30

年賀状作成
（ワード／
エクセル）

11/11（日）・11/18（日）・
11/25（日）

9:30
～ 11:30

11/14（水）～11/16（金） 9:30
～ 11:30

11/14（水）～11/16（金） 13:30
～ 15:30

11/13（火）・11/20（火）・
11/27（火）

19:00
～ 21:00

11/28（水）～11/30（金） 13:30
～ 15:30

■パソコン教室

博
物
館
・
郷
土
資
料
館
・
渥
美
図
書
館
連
携
講
座

「
歴
史
・
文
学
探
訪
」 

受
講
者

普
通
救
命
講
習
会

〜
大
切
な
人
を
助
け
ら
れ
ま
す
か
？
〜

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練 

受
講
者

自主防災会自主防災会

防災訓練防災訓練

【時間】
午前７時～
【場所】
各地区の集会所や
避難場所など

※雨天中止

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

11月11日（日）11月11日（日）
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愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
就
職
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
実
践

的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
定
員

▼
シ
ス
テ
ム
設
計
科
…
30
名

▼
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
…
20
名

□
募
集
期
間

▼
Ａ
日
程
＝
11
月
28
日
（
水
）
ま
で
／
選

考
日
…
12
月
７
日
（
金
）　

▼
Ｂ
日
程
＝

１
月
8
日
（
火
）
〜
２
月
８
日
（
金
）
／

選
考
日
…
２
月
15
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎（
０
５
２
）９
１
７
局
６
７
１
１

　

http://w
w
w
.nagoya-vti.ac.jp

▼
対
象
＝
田
原
市
・
豊
橋
市
内
在
住
者（
子

ど
も
の
同
伴
不
可
）　

▼
日
時
＝
11
月
27

日（
火
）正
午
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
フ

レ
ン
チ
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ボ
ン
フ
ァ
ン
（
豊

橋
市
草
間
町
字
二
本
松
６

－

１
）　

▼
内

容
＝
地
産
地
消
ラ
ン
チ
／
驚
き
！
カ
ロ
リ

ー
1/3
の
究
極
フ
レ
ン
チ
、
あ
な
た
は
大
丈

夫
で
す
か
？
「
す
ぐ
で
き
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
対
策
」　

▼
講
師
＝
芳
本
信
子
氏
（
名

古
屋
文
理
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）
▼
定

員
＝
20
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

／
結
果
は
11
月
24
日（
土
）ま
で
に
通
知　

▼
受
講
料
＝
２
５
０
０
円（
資
料
・
ラ
ン
チ

代
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
19
日（
月
）ま

で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／

郵
送
の
場
合
は
必
着　

▼
そ
の
他
＝
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み
も
可

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０　

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://www.city.toyohashi.aichi.jp/nousei

〜
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
情
報
を
必
要
な
と

き
に
手
に
入
れ
る
た
め
に
。
ま
た
、
情
報

が
千
金
に
も
値
す
る
こ
の
時
代
の
荒
波
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
。
〜

　

図
書
館
で
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
、
上

手
に
情
報
を
入
手
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
は
じ
め
、
現
在

働
い
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
働
く
予
定
の
あ

る
方　

▼
日
時
＝
11
月
24
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
講
師
＝
図
書
館
職
員
（
郷
土
・
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
担
当
）　

▼
内
容
＝
新
し
く
な
っ

た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
の
本
の
検
索
・
予

約
方
法
、
図
書
館
で
使
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
活
用
（
日
経
テ
レ
コ
ン
や
新
聞
・
官

報
の
検
索
）、
知
っ
て
い
る
と
便
利
な
図

書
館
の
本
の
配
置
、
参
考
図
書
紹
介
な
ど

▼
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
持
ち
物
＝
田
原
市
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
、
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
直

接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
市
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
、
大
人
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
と
き
の
肥
満
や
生
活
習
慣
と
深
い
か
か

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
親
子
で
健
康

に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の

親
子
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方　

▼
日
時

＝
12
月
１
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

▼
場
所
＝
豊
川
商
工
会
議
所

▼
内
容
＝
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」、「
楽
し
い
！
わ

か
る
！
歯
周
病
」、「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
！
タ
バ
コ

の
け
む
り
」　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
11
月
15
日（
木
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所
地
域
保
健
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
８
８

　
（
０
５
３
３
）89
局
６
７
８
５

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル　

▼
テ
ー
マ
＝
眠
り
と
呼
吸
を
お

び
や
か
す
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群　

▼
講

師
＝
渥
美
病
院
内
科
部
長
・
三
谷
先
生
、

花
井
歯
科
医
院
院
長
・
花
井
先
生　

▼
定

員
２
０
０
名　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
不
要　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
医
師
会　

☎
29
局
０
３
５
５

　

愛
知
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
25
日
か
ら

時
間
額
７
１
４
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
６
１

豊
橋
田
原
食
農
教
育
推
進
事
業
・

食
育
体
験
講
座（
第
３
回
） 

受
講
者

名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
20
年
度
生
（
２
年
課
程
）

図
書
館
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
講
座

仕
事
に
必
要
な〝
資
料
〞の
探
し
方 
受
講
者 

田
原
市
医
歯
薬
健
康
講
演
会

「
あ
な
た
の
眠
り
は
大
丈
夫
？
」

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
健
康
ス
ク
ー
ル
」 

参
加
者

愛
知
県
最
低
賃
金
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
熱
、
関
節
痛

な
ど
全
身
の
症
状
が
普
通
の
風
邪
よ
り
強

く
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
さ
ら
に
は
、
脳
炎

や
心
不
全
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
＝
①
65
歳
以
上
の
方（
昭
和
17

年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）／
②

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
方　

▼
実
施
期
間
＝
通
知
が
届
い
た
日

か
ら
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）ま
で
（
対

象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
）

▼
場
所
＝
指
定
市
内
医
療
機
関　

▼
自
己

負
担
額
＝
１
０
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給

者
は
免
除
）

▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

平
成
20
年
田
原
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
11
月
末
現
在
で
田
原
市
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
12
月
初
旬
に
案
内

状
を
送
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

成
人
式
に
は
、
田
原
市
出
身
で
市
外
に

住
所
が
あ
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
12
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方　

▼
日
時
＝
平
成
20
年

１
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜　

▼
場
所

＝
田
原
市
総
合
体
育
館

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

「
困
り
ま
す
！

　
　
　

自
転
車
置
き
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

知
ら
ん
ぷ
り
」

　

自
転
車
を
放
置

し
て
お
く
と
、
街

の
景
観
が
損
な
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、

事
故
や
防
災
の
側

面
で
も
問
題
に
な

り
ま
す
。
自
転
車
置
場
を
利
用
し
て
、
放

置
自
転
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
転
車
置
場
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
も
多
数
あ
り
ま
す
。
不
要
に
な
っ

た
自
転
車
は
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
処

分
し
、
自
転
車
置
場
を
有
効
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
飲

酒
運
転
を
な
く
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
で
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

・
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
〜

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

※
愛
知
県
は
、
２
年
連
続
で
交
通
事
故
死

者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
こ
そ
「
ワ
ー
ス
ト
１
位
」

を
返
上
し
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

総
務
省
で
は
、
11
月
21
日
現
在
で
、「
全

国
物
価
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
５
年
に
一
度
実
施
す
る
物
価

に
関
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
一
定
の

統
計
上
の
抽
出
方
法
に
基
づ
き
選
定
さ
れ

た
店
舗
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
店
舗
に
は
、

愛
知
県
知
事
の
任
命
を
受
け
た
調
査
員
が

伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
員

に
よ
る
調
査
と
は
別
に
、
市
の
職
員
が
電

話
な
ど
に
よ
り
料
金
を
お
尋
ね
す
る
調
査

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
項
目
は
、
統
計
を
作
る
た

め
だ
け
に
使
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
り
の
ま
ま
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

▼
文
書
課

☎
23
局
３
７
２
８　

23
局
０
１
８
０

　

消
防
署
は
、
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
共
同
で
山
林
火
災
訓
練
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
安

全
の
た
め
、
一

時
的
に
周
辺
の

通
行
制
限
を
行

い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
ご
ろ　

▼
場
所
＝
衣
笠
山
一
帯

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

田
原
市
成
人
式

全
国
物
価
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日（
土
）〜
10
日（
月
）

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

山
林
火
災
訓
練
に
伴
う

通
行
制
限
に
ご
協
力
を

▲山林火災訓練の様子
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「
火
は
見
て
る　

　
　
　

あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
時
を
」

　

空
気
が

乾
燥
す
る

よ
う
に
な

る
こ
れ
か

ら
の
季
節

は
、
火
を

使
う
機
会

も
増
え
る

こ
と
か
ら
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知

識
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
を
心
が

け
、
私
た
ち
の
ま
ち
か
ら
恐
ろ
し
い
火
災

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

•
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

•
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

に
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
で
は
、
弁
護
士
会
や
司
法
書
士

会
な
ど
と
共
同
で
、
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
よ
る
借
金
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
と

し
た
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
弁
護

士
や
司
法
書
士
が
、
秘
密
厳
守
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
東
三
河
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
（
東
三
河
総
合
庁
舎
１
階
）

▼
相
談
方
法
＝
電
話
ま
た
は
面
接

▼
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

　
（
０
５
３
２
）52
局
７
３
８
８

　

年
末
に
な
る
と
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
多
く
な
り
、
年
内
に
作
業
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
く
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
20
日
（
木
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
計
画
収
集

地
区
は
除
き
ま
す
。）

▼
受
付
時
間=

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時　

▼
休
業
日　

12
月
29

日
（
土
）
〜
１
月
３
日
（
木
）

【
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を
！
】

•
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

•
留
守
に
さ
れ
る
と
き
は
水
（
バ
ケ
ツ
２

杯
程
度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

•
転
居
、
転
出
ま
た
は
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
事
務
所

☎
45
局
３
０
０
０　

45
局
３
５
３
７

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
規
追
加
指
定
工
事
店

・
三
幸
設
備 

☎（
０
５
３
２
）69
局
２
２
８
８

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
愛
知
県
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
13
日（
火
）〜
27
日（
火
）

▼
縦
覧
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分　

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
お
よ
び
田
原
市
で
は
、
豊
橋
渥

美
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
行
い
、
姫

島
港
線
、
神
戸
蔵
王
線
の
変
更
案
を
縦
覧

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
（
金
）
〜
15
日
（
木
）

豊
橋
渥
美
都
市
計
画
道
路
の

変
更
案

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

愛
知
県
多
重
債
務
者

無
料
相
談
会

環境インストラクター養成講座
エネルギー問題や地球温暖化対策にエネルギー問題や地球温暖化対策に
ついての知識を習得し、「環境インスついての知識を習得し、「環境インス
トラクター」になりませんか？トラクター」になりませんか？

11月11日（日）
◉環境インストラクター養成講座
11月13日（火）・20日（火）
◉フォローアップ講座（テーマ：バイオマス）

▼▼エコエネ推進室 ☎23局7401エコエネ推進室 ☎23局7401

※募集内容などは、広報たはら９月号15ページをご
覧いただくか、お問い合わせください。

追加募集中!!追加募集中!!
ぜひご参加ぜひご参加
ください！ください！
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割
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
収
が

１
０
３
万
円
以
上
に
な
る
と
、
所
得
税
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

◉
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
夫
の
妻
が
パ
ー
ト
で
働

く
場
合
、
妻
の
パ
ー
ト
に
よ
る
年
収
が

１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、『
配
偶
者

控
除
（
所
得
税
38
万
円
、
住
民
税
33
万

円
）』
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
収

が
１
０
３
万
円
を
超
え
、
配
偶
者
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
１
４
１
万

円
未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に
『
配
偶

者
特
別
控
除
』
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
を

併
用
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夫
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万

円
（
給
与
収
入
で

１
２
３
０
万
円
）

を
超
え
る
年
に
は
、

配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

□
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
19
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
９
月
26
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
株
式
会

社
（
代
表
取
締
役　

彦
坂
直
政
さ
ん
）
か

ら
小
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
推
進
並
び
に
環
境
教
育
向
上
の

た
め
、
草
花
用
倍
土
バ
ラ
33
ｍ３
、
袋
入
り

８
４
０
袋
（
１
袋
25
リ
ッ
ト
ル
）。

▼
対
象
＝
法
人
・
個
人
の
青
色
申
告
を
さ

れ
る
方
お
よ
び
白
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
20
日
（
火
）　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

□
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

平
成
19
年
分
の
青
色
申
告
決
算
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日

時
＝
11
月
30
日
（
金
）　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
直
接
豊
橋
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
５
９
９
０

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
電
話
で
の
相

談
は
、
次
の
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
署
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
５
７
０
局
０
０
２
０
０
７

【
利
用
方
法
】

代
表
電
話
の
自
動
音
声
に
続
い
て
…

・
国
税
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は「
１
」を

プ
ッ
シ
ュ
（
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
税
務
署
へ
の
照
会
、
職
員
へ
の
用
事
な

ど
は「
２
」を
プ
ッ
シ
ュ（
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

家
屋
に
か
か
る
税
金
に
は
、
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
が
あ
り
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
「
家
屋
課
税
台
帳
」
に
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
課
税
さ
れ

ま
す
。
も
し
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に

は
、
必
ず
年
内
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
取
り
壊
し

の
確
認
が
取
れ
ず
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
行
う
方
は
、
届
け
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

◉
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、
年
収

が
93
万
円
を
超
え
る
方
に
は
、
住
民
税

の
均
等
割
（
４
０
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
年
収
が
１
０
０
万
円
以
上

の
方
に
は
、
こ
の
均
等
割
に
加
え
、
所
得

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
５
９
９
０

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営
む

方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

第
二
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日（
金
）

で
す
。
11
月
中
に
愛
知
県
か
ら
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。）

▼
東
三
河
県
税
事
務
所（
東
三
河
総
合
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
５
１
２
５

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は

届
け
出
を
！

国
税
に
関
す
る
電
話
相
談

個
人
事
業
税
（
第
二
期
分
）

納
税
を
お
忘
れ
な
く

パ
ー
ト
収
入
と
税

年
末
調
整
説
明
会

青
色
申
告
決
算
説
明
会
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◉
〜
11
月
11
日
日

田
原
市
博
物
館 

秋
の
企
画
展

没
後
百
二
十
年　

渡
辺
小
華
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
重
要
文
化
財
、
重
要
美
術
品
を
含

む
約
１
４
０
点
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

観
覧
料
▼
一
般
６
０
０
円
（
４
８
０
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
中
学
生
以
下
無
料

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
〜
11
月
18
日
日

愛
知
県
美
術
館 

移
動
美
術
館

名
画
へ
の
旅　

近
代
か
ら
現
代
へ

場
所
▼
赤
羽
根
文
化
会
館
、
渥
美
郷
土

資
料
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
赤
羽
根
文
化
会
館
＝
20
世
紀
の

美
術
〜
人
と
風
景
、
渥
美
郷
土
資
料

館
＝
愛
知
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

観
覧
料
▼
無
料

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
11
月
16
日
金
〜
12
月
27
日
木

田
原
市
博
物
館 

平
常
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
と
福
田
半
香
（
特
別

展
示
室
）、
冬
を
迎
え
て
（
企
画
展
示

室
１
）、
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
オ
ー
プ

ン
記
念  

「
渥
美
半
島
の
貝
塚
展
」（
企

画
展
示
室
２
）

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
80
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
11
月
18
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
新
鮮
な
地
元
産
農
畜
産
物
の
直
売

や
屋
台
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
も
ち
投
げ
、

Ｆ
Ｍ
豊
橋
に
よ
る
生
放
送
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
12
月
２
日
日　

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ご
ろ

集
合
場
所
▼
田
原
文
化
会
館
駐
車
場

コ
ー
ス
▼
城
下
町『
田
原
』を
中
心
に
、
吉

胡
貝
塚
史
跡
公
園
な
ど
も
訪
ね
ま
す
。

対
象
▼
小
学
生
以
上
の
健
康
な
方
（
小

●お～たむ合唱コンサート（合唱）
日時 ▼11月23日（祝） 午後２時開演

場所 ▼田原文化会館文化ホール

客演 ▼井垣壮太（ピアノ）

出演 ▼ジュニア合唱教室

　　　田原混声合唱団

学
生
は
保
護
者
同

伴
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
❶
田
原
・

赤
羽
根
・
渥
美
文
化

会
館
、
渥
美
運
動
公
園
、
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
各
館
へ
提
出
／
❷
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

申
込
期
限
▼
11
月
22
日
（
木
）

そ
の
他
▼
昼
食
は
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
で

と
り
ま
す
。
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

11月８日木・12月13日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

11

月
の
イ
ベ
ン
ト

12

入場無
料
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家庭の日コンサート
　問合先◉田原市楽友協会事務局

　☎23局2683（金子）



チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。
託児サービス（先着10名まで）

各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
（託児代100円）

舘野泉ピアノリサイタル
左手のピアニスト、舘野泉によるピアノリサ
イタルです。心にメロディーが優しく響き
ます。

日 時　２月17日（日）午後２時開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,500円／高校生以下500円引
　　　　　※未就学児のご入場は
　　　　　ご遠慮願います。
チケット　12月16日（日）
　　　　　午前９時から
　　　　　前売開始
　　　　　※１人５枚まで
販売場所　田原・赤羽根・
　　　　　渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

スーパーマスクプレイミュージカル
ちびまる子ちゃん

今、人気沸騰のちびまる子ち
ゃんが、大きな舞台でミュー
ジカルになりました。
みんな、会いに来てね！

日 時　1月20日（日）
　　　　　❶午前10時30分開演（30分前開場）
　　　　　❷午後２時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　大人2,000円 ／小人1,000円（小学生以下）
チケット　11月17日（土）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
　　　　　午前7時30分から整理券配布
販売場所　渥美文化会館
問 合 先　渥美文化会館 ☎33局1000

演劇　僕と彼と娘のいる場所
ドラマ・映画などで活躍中の須藤理彩・石丸謙
二郎・和田聰宏による、本格的な舞台演劇です。

日 時　12月16日（日）
　　　　　午後6時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　Ｓ席4,000円
　　　　　Ａ席3,500円
　　　　　高校生以下500円引 
　　　　　（当日500円増）
　　　　　※未就学児のご入場は
　　　　　ご遠慮願います。
チケット　田原文化会館にて販売
問 合 先　田原文化会館 ☎22局6061

田原市風流寄席
笑福亭仁鶴独演会
「四角い仁鶴が丸くおさめます」でおなじ
みの、笑福亭仁鶴による独演会です。

日 時　2月2日（土）
　　　　　午後２時開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　赤羽根文化会館
　　　　　文化ホール
入 場 料　2,500円
　　　　　高校生以下500円引 
　　　　　（当日500円増）
チケット　11月11日（日）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
販売場所　田原・赤羽根・渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

NPOたはら広場設立５周年企画
映画

『地球交響曲－第六番－
　 ガイアシンフォニー№６』
日 時　11月17日（土） 
　　　　　午後２時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　大人1,000円（当日1,200円）
　　　　　中高生500円（当日600円）
チケット　リサイクル・ブック・オフィス（金～日曜日、午後
　　　　　２時～７時）、田原文化会館などで販売
問 合 先　NPOたはら広場 ☎22局5051

2/17

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

12/16
全席指定

1/20

全席指定

2/2
全席自由

チケット
販売中!!

11/17

全席自由

田原市
文化ホール
事業支援

全席自由
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訪問日

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

11/ 1[木]・11/15［木］・12/ 6［木］

11/13[火]・11/27[火]・12/11[火]

11/13[火]・11/27[火]・12/11[火]

11/ 2[金]・11/16[金]・12/ 7[金]

11/ 7[水]・11/21[水]・12/ 5［水］

11/ 6[火]・11/20[火]・12/ 4[火]

11/ 2[金]・11/16[金]・12/ 7[金]

11/ 7[水]・11/21[水]・12/ 5［水］

11/ 8［木］・11/22[木]・12/13[木]

11/ 8[木]・11/22[木]・12/13[木]

11/14[水]・11/28[水]・12/12[水]

11/14[水]・11/28[水]・12/12[水]

11/14［水］・11/28[水]・12/12[水]

11/14［水］・11/28[水]・12/12[水]

11/ 1［木］・11/15[木]・12/20[木]

11/ 1[木]・11/15[木]・12/20［木］

11/13[火]・11/27[火]・12/11[火]

11/13[火]・11/27[火]・12/11[火]

11/ 7[水]・11/21[水]・12/ 5［水］

11/ 7[水]・11/21[水]・12/ 5［水］

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程● 1 1・1 2 月

図書館休館日

11月

12月

ステーション 訪問時間

28日［金］～１月４日［金］
３日［月］・10日［月］・14日［金］・17日［月］・25日[火]

５日［月］・９日［金］・12日［月］・19日［月］・26日［月］
一般展示コーナー◎11月
「天体観測」 （11月10日［土］～12月13日［木］）
11～12月にかけて大きな流星群の活動が続きます。少し調べて
から夜空を見上げると、おもしろい発見があるかもしれませんよ。
こどもしつ展示コーナー◎11月こどもしつ展示コーナー◎11月
「クリスマス！クリスマス！！クリスマス！！！」「クリスマス！クリスマス！！クリスマス！！！」
  （11月22日[木]（11月22日[木]～12月24日［休］）
クリスマスの本を読んで、サンタさんが来るのを待ちましょう☆クリスマスの本を読んで、サンタさんが来るのを待ちましょう☆

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／11月18日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／12月1日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／11月14日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／11月20日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／11月18日（日）　13:30～
　　　12月1日（土）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

図
書
館
シ

ス
テ
ム

の
更
新
に
伴

い
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

見
や
す
く
整
理

し
た
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
方
に
も
内
容

を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
機
能
と
し
て
、

初
心
者
向
け
の
「
簡
易
検
索
」
と
、
よ

り
細
か
な
検
索
が
で
き
る
「
詳
細
検

索
」
の
二
つ
の
所
蔵
検
索
機
能
を
設
け

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
た
め
、
館
内
の
シ

ス
テ
ム
で
検
索
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
状

況
で
、
所
蔵
の
貸
出
状
況
な
ど
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
利

用
者
の
ペ
ー
ジ
」に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、

自
分
の
利
用
状
況
確
認
の
ほ
か
、
パ
ス

ワ
ー
ド
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
、

貸
出
延
期
や
予
約
受
取
館
の
変
更
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/library/

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、中
央
図
書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
は
毎
日
、
ど
の
く
ら
い
歩
い

て
い
ま
す
か
？

　

世
の
中
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ
、

私
た
ち
の
日
常
の
身
体
活
動
量
は
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
た
は
ら
21
計
画
の
健
康
・
意

識
調
査
に
よ
る
と
、
１
日
30
分
以
上
・

週
2
回
以
上
の
運
動
を
１
年
以
上
続

け
て
い
る
人
の
割
合
は
、
14
・
７
％

と
、
か
な
り
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

歩
く
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病

予
防
、
肥
満
防
止
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
、
老
化
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
調

や
体
力
に
合
わ
せ
て
歩
く
早
さ
や
距

離
を
変
え
ら
れ
る
の
で
、
体
へ
の
負

担
が
少
な
く
、
年
代
を
問
わ
ず
長
く

安
全
に
楽
し
め
ま
す
。

正
し
い
歩
き
方
で
効
果
的
に
健
康
づ
く
り

万
歩
計
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

自
分
が
１
日
に
ど
の
く
ら
い
歩
い

た
か
を
知
る
こ
と
は
、
大
き
な
励
み

に
も
な
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と

足
を
伸
ば
せ
ば

目
盛
り
が
ぐ
ー

ん
と
上
が
り
楽

し
み
に
も
な
り
ま
す
。

▼
目
標
＝
１
日
１
万
歩

※
10
分
間
で
約
１
０
０
０
歩
（
距
離

で
６
０
０
〜
７
０
０
ｍ
）

日
常
生
活
で
歩
数
を
増
や
す
コ
ツ

•
車
は
遠
く
の
駐
車
場
へ
と
め
る

•
近
所
へ
は
車
を
使
わ
ず
に
歩
く

•
家
事
や
仕
事
を
し
な
が
ら
こ
ま
め

に
動
く

　

歩
数
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
に

よ
り
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

よ
り
も
1
日
１
０
０
０
歩
多
く
歩
く

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

12月20日（木）　午前10時～11時30分

12月３日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

12月14日（金）　午前９時30分～10時30分 田原福祉センター

12月21日（金）　午前９時30分～10時30分 赤羽根福祉センター
身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

12月２日（日）

12月16日（日）

12月23日（祝）

12月９日（日）

5 2 9局 2 5 0 0
5 2 2局 5 8 7 8
5 3 3局 0 3 1 3
5 2 2局 0 6 8 4
5 2 2局 6 1 3 3
5 2 2局 7 7 0 0
5 4 5局 2 1 4 5
5 2 2局 0 2 1 4
5 2 2局 1 2 3 0
5 2 3局 1 0 9 2
5 3 5局 1 5 1 1
5 2 4局 0 0 8 0
5 2 3局 0 2 3 2
5 3 2局 3 7 4 9
5 3 3局 0 2 3 9

5 2 3局 1 3 1 6
5 2 2局 5 8 7 8
5 2 9局 1 1 1 2
5 3 3局 0 1 6 2
5 4 5局 2 1 2 3
5 2 2局 0 2 2 7
5 2 4局 4 1 0 0
5 4 5局 2 1 4 5
5 4 5局 2 0 6 6
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 2局 1 5 1 5
5 3 3局 0 6 5 7
5 2 2局 7 7 7 7
5 3 7局 0 0 0 1
5 2 3局 7 3 0 0

ふれあいばし診療所
ふくい眼科
丸山医院
歯科尾崎医院
河合医院
かわさき整形外科クリニック
赤羽根医院
平野歯科医院
かわせ小児科
きまた眼科
川瀬医院
かわい歯科
宮木内科
昭和医院
鈴木歯科医院

富永医院
ふくい眼科
杉の森皮ふ科クリニック
朽名医院
藤井歯科医院
永井医院
山本耳鼻咽喉科
赤羽根医院
惣卜歯科医院
北山クリニック
藤岡医院
清栄歯科クリニック
百瀬クリニック
岡田医院
赤石歯科クリニック

月日 電話番号当直医

11月11日（日）

11月23日（祝）

11月25日（日）

11月18日（日）

妊娠中の方（予約制）
貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会田原福祉センターパパママスクール

（クッキングコース） 12月18日（火）　午前９時50分～10時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話、歯の話離乳食教室

12月４日（火）　午前９時50分～10時

12月17日（月）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午 夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院　5 22局2131

歩
く
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

　

〜
今
よ
り
も
１
日
１
０
０
０
歩

　
　
　
　
　
　

多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
〜
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健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386



量
（
マ
ス
）
を
表
し
ま
す
。
具
体
的
に
挙

げ
る
と
、
森
林
、
穀
物
、
草
、
動
物
の
ふ

ん
尿
、
海
洋
植
物
の
ほ
か
、
産
業
で
発
生

す
る
生
物
系
廃
棄
物
（
農
産
廃
棄
物
・
林

産
廃
棄
物
）
な
ど
で
す
。
こ
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
は
、
地
球
上
の
二
酸
化
炭
素

の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
さ
な
い
た
め
、「
温
暖

化
防
止
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
本

来
な
ら
捨
て
ら
れ
る
生
物
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
で
、「
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
」

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
、
近
年
、
世
界
的
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
は
農
地
が
整
備
さ
れ
、
畜
産
業

が
盛
ん
な
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
が

可
能
な
地
域
で
す
。
現
在
、
家
畜
ふ
ん
尿

や
下
水
道
汚
泥
を
燃
焼
さ
せ
、
電
気
や
熱

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る

方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
目
指
し
て

地
球
の
限
り
あ
る
資
源
を
活
用
す
る

た
め
、
私
た
ち
人
間
の
活
動
か
ら

発
生
す
る
廃
棄
物
な
ど
も
、
で
き
る
限
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

り
、
地
域
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
資
源
循
環
型
農
業
を

目
指
し
た
「
農
村
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
（biom

ass

）
の
利
用

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
で
き
る
生
物
資
源
（
バ
イ
オ
）
の

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

19

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

食
欲
の〝
秋
〞。保
温
調
理
や
地
元
食
材

の
活
用
な
ど
で
エ
コ
な
食
卓
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
ょ
う
！

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は12月を予定）

放送日 内　容

11/1～ 14 博物館特別展「愛知県美術館移動美術館」
田原市民まつり

11/15～ 28 表浜自然ふれあいフェスティバル
福祉のつどい

11/29～12/12 しおさい大学「秋の演奏会」博物館連携講座「歴史・文学探訪」

加入補助をしています

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
漏水かな？水量の変化に注意して

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

10/20現在
87.7％

■市内４河川の水質調査結果
『きれいな川』のイメージが定着してきました。
田原の川をみんなで守りましょう!

汐川
蜆川
今池川
天白川

２月

7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/10 10/20

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
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◉市長・議長がジョージタウン市を公式訪問
　10月1日から8日までの８日間、市長・議長が姉妹都市ジョージタ
ウン市と、友好都市プリンストン市およびギブソン郡を公式訪問
しました。
　今回の訪問は、田原市・ジ
ョージタウン市双方の市長
が交代したことに伴い、今
後の交流事業についてあら
ためて協議すること、また、
ジョージタウン市最大のイ
ベント「ホースフェスティ
バル」に参加することを目
的に実施しました。
　訪問期間中、市長・議長
は、セイムス新市長をはじ
め、ジョージタウン市の交流窓口・スコット教育＆共
同体基金やジョージタウン大学の関係者と今後の
交流事業などについて意見を交わしました。また、週
末には「ホースフェスティバル」にゲストとして参加
し、パレードでは沿道のジョージタウン市民に手を
振って呼びかけるなど、“姉妹都市・田原市”をＰＲし
ました。

アメリカ・ケンタッキー州の北部に位置するジョージタウン市。田原市とは、平成２年に姉妹都市提携を
結びました。

バ
ー
ボ
ン
・
ウ
ィ
ス
キ
ー
発

祥
の
地
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
市
。し
か
し
、実
は
、厳

し
い
禁
酒
法
が
敷
か
れ
て
い
る

ん
で
す
。

　

州
・
郡
ご
と
に
異
な
り
ま
す

が
、ア
メ
リ
カ
で
は
お
酒
に
関

す
る
規
制
が
あ
り
ま
す
。ジ
ョ

ー
ジ
タ
ウ
ン
市
が
位
置
す
る
ス

コ
ッ
ト
郡
の
場
合
、店
の
規
模

な
ど
、一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
お
酒
を
売
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、お
酒
を

買
っ
た
り
、飲
ん
だ
り
で
き
る
お

店
は
、ご
く
少
数
し
か
な
い
ん
で

す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
手
軽
に

お
酒
が
買
え
る
日
本
の
文
化
に
、

ア
メ
リ
カ
人
は
び
っ
く
り
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　☎☎２３２３局局３５０７３５０７

姉妹都市 アメリカ・ジョージタウン市との交流

▲キルト
アメリカ建国時にイ
ギリスからの移民によ
り伝えられたキルト。
独特の文化として発展
し、今では芸術品とし
ても評価されていま
す。このキルトを通し
た交流が、田原市民と
行われています。

▲セイムス新市長（左奥）と初めての面会
両市の市長の交代により、初めての面会とな
りました。ちなみに、セイムス市長は、ジョー
ジタウン市で初の女性市長です。

▲ホースフェスティバル（馬の祭典）
今年で28回目を迎えるジョージタウン
市の秋の風物詩。牧草地帯として有名な
ジョージタウン市では、良質なサラブレ
ッドが数多く育ちます。
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帰
宅
困
難
者
①　

帰
宅
困
難
者
と
は
…

30

防
災
ま
め
知
識

通
勤
や
通
学
中
、
職
場
や
学
校
に

い
る
と
き
、
突
然
の
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
交
通
機
関
が
ま
ひ
し
て
し

ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
自
宅
ま
で
帰
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
か
ら
は
、
外
出
中
に
大
地
震

な
ど
の
災
害
が
起
き
た
と
き
、
無
事
に

自
宅
ま
で
帰
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◉
帰
宅
困
難
者
と
は
？

　

帰
宅
困
難
者
と
は
、
大
地
震
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
公
共
交
通
機
関
の
運
行

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
、
自
宅
ま
で
帰

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
だ
け
で
な
く
、
自

家
用
車
で
も
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な

っ
た
り
渋
滞
し
た
り
す
る
の
で
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉
県
内
で
想
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
数

　

突
発
的
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

愛
知
県
内
の
帰
宅
困
難
者
は
最
大
約
98

万
人
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
発
生
か
ら
数
時
間
後
に
鉄
道

な
ど
が
運
行
さ
れ
た
場
合
で
も
、
約
11
万

人
が
帰
宅
困
難
な
ま
ま
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
田
原
市
内
の
帰
宅

困
難
者
数
は
、
約
８
０
０
０
人
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

◉
徒
歩
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

愛
知
県
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
は
、
愛
知
県

と
『
災
害
時
に
お
け
る
徒
歩
帰
宅
者
支
援

に
関
す
る
協
定
』
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
災
害
で
交
通
が
途
絶
し
た
場

合
、
徒
歩
帰
宅
者
に
飲
料
水
や
ト
イ
レ
、

道
路
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

対
象
店
舗
に
は
左
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
、
自
宅
ま
で
歩

い
て
帰
る
こ
と
に

な
っ
た
際
に
手
助

け
し
て
く
れ
ま
す

の
で
、
ス
テ
ッ
カ

ー
を
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　�23局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

5日（月）、12日（月）、16日（金）、
19日（月）、26日（月）

11 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『ステンドグラス』
開催期間●11月1日（木）～30日（金）
平日 ▼午後１時30分～４時10分
土・日・祝日 ▼午後１時30分～３時30分

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●11月15日（木）
幼児向け幼児向け ▼▼午前10時30分～午前10時30分～

・11月のチャレンジ

▼フラフープ

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※１

日時●11月21日（水） 午前10時～11時45分

・映
えい

画
が

会
かい

※１

日時●11月18日（日） 午後１時30分～

・マジックショー※２
日時●11月18日（日） 午後２時～２時30分
　　　　※１…田原児童センターのみ開催
　　　　※２…西部児童館のみ開催

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局021128件（211件）

37人（257人）

2人（5人）

134件（1155件）

5件（48件）

190件（1631件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

7件（68件）

10件（88件）

20件（107件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

シートベルトを正しく着用しよう

9月

平成19年11月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │
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松
尾
芭
蕉
と
い
え
ば
、
誰
も
が
知
っ
て

い
る
俳
人
で
、
後
世
に
は
俳は

い

聖せ
い

と
称た

た

え
ら

れ
た
人
物
で
す
。
そ
ん
な
芭
蕉
が
渥
美
半

島
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
ご
承
知
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
芭
蕉
は
こ

の
地
を
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は

一
人
の
人
物
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

芭
蕉
の
来
訪
は
、貞
享
４
年（
１
６
８
７

年
）
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
旅
行
記
『
卯う

辰た
つ

紀き

行こ
う

』
の
中
で
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
10
月
25
日
に
越え

つ

人じ
ん

を
伴
い
江
戸
を
出

発
し
た
芭
蕉
は
、東
海
道
を
西
へ
向
か
い
、

故
郷
で
あ
る
伊
賀
上
野
や
大
和
路
な
ど
を

目
的
地
と
す
る
旅
に
出
か
け
ま
す
。

　

11
月
４
日
に
鳴
海
に
到
着
し
、
８
日
に

は
熱
田
へ
、
そ
し
て
、
９
日
の
夜
再
び
鳴

海
に
戻
っ
た
芭
蕉
は
、
尾
張
の
門
人
た
ち

と
数
日
間
を
過
ご
す
中
で
、
愛
弟
子
・
杜と

国こ
く

が
当
時
ご
法
度
で
あ
っ
た
空
米
売
買

の
罪
で
尾
張
国
を
追
放
と
な
り
、
隣
国

で
あ
る
三
河
国
保
美
の
里
へ
隠い

ん

棲せ
い

中
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
10

日
の
朝
に
は
、
越
人
と
と
も
に
馬
で
東

海
道
を
わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
、
杜
国
訪
問

の
旅
に
出
か
け
た
の
で
す
。
そ
の
夜
は
吉

田（
豊
橋
）宿
に
一
泊
し
、
翌
11
日
に
は
、

天あ
ま
づ
な
わ
て

津
畷
・
田
原
・
江
比
間
・
畠（
福
江
）を

通
っ
て
、
夕
方
保
美
に
到
着
、
杜
国
と
再

会
を
果
た
し
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
芭

蕉
た
ち
は
、
数
日
間
こ
の
地
に
滞
在
し
、

翌
春
の
杜
国
と
の
再
会
を
約
し
て
帰
路
に

つ
き
、
16
日
に
は
再
び
鳴
海
に
戻
っ
て
い

ま
す
。こ
の
と
き
芭
蕉
は
、半
島
内
で
数
々

の
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

▼
冬
の
日
や
（
す
く
み
行
く
や
）
馬
上
に

氷
る
影
法
師
〔
天
津
畷
〕

▼
雪
や
砂
馬
よ
り
落
ち
そ（
よ
）酒
の
酔

〔
宇
津
江
坂
〕

ま
た
、
保
美
に
て
三
人
が
連
句
を
詠
ん
だ

「
師
弟
三
吟
の
句
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
麦
生
え
て
よ
き
隠
れ
家
や
畠
村〔
芭
蕉
〕

▼
冬
を
さ
か
り
に
椿
咲
く
な
り
〔
越
人
〕

▼
昼
の
空
蚤の

み

か
む
犬
の
ね
が
へ
り
て〔
杜
国
〕

こ
の
他
に
も
芭
蕉
に
は
、

▼
梅
つ
ば
き
早
咲
ほ
め
む
保
美
の
里

▼
さ
れ
ば
こ
そ
あ
れ
た
き
ま
ま
の
霜
の
宿

の
句
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
芭
蕉
が
越

人
と
杜
国
を
伴
っ
て
伊
良
湖
を
旅
し
た
と

き
の
こ
と
は
、よ
り
詳
細
に
『
卯
辰
紀
行
』

の
中
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
保
美
村
よ
り
伊
良
湖
崎
へ
一
里
ば
か
り

も
あ
る
べ
し
。三
河
の
国
の
地
続
き
に
て
、

伊
勢
と
は
海
へ
だ
て
た
る
所
な
れ
ど
も
、

い
か
な
る
故
に
か
『
万
葉
集
』
に
は
伊
勢

の
名
所
の
内
に
選
び
入
れ
ら
れ
た
り
。
こ

の
洲す

崎ざ
き

に
て
碁
石
を
拾
ふ
。
世
に
伊
良
湖

白
と
言
ふ
と
か
や
。
骨
山
と
い
ふ
は
鷹た

か

を

打
つ
処と

こ
ろな

り
。
南
の
海
の
は
て
に
て
、
鷹

の
は
じ
め
て
渡
る
所
と
い
へ
り
、
伊
良
湖

鷹
な
ど
歌
に
も
詠よ

め
り
け
り
と
思
へ
ば
、

な
ほ
あ
は
れ
な
る
折
ふ
し
、」
に
続
き
、

▼
鷹
ひ
と
つ
み
つ
け
て
う
れ
し
い
ら
ご
崎

と
詠
ん
だ
の
で
す
。
今
で
も
伊
良
湖
は
、

秋
の
鷹
の
渡
り
で
有
名
で
す

が
、
芭
蕉
が
敬
愛
し
た
、
か
の

西さ
い
ぎ
ょ
う行

法
師
も
伊
良
湖
で
鷹
の
歌

を
詠
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
芭
蕉
が
訪
れ
た
の
は
冬

で
、
通
常
鷹
の
渡
り
が
見
ら
れ

る
季
節
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は

た
し
て
、
本
当
に
鷹
を
見
た
の

か
…　

そ
の
時
芭
蕉
が
見
た
の
は
ハ
ヤ
ブ

サ
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
、
あ
る
い
は

杜
国
を
鷹
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
見
方
も

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ

場
入
口
に
あ
る
「
芭
蕉
翁お

う

之
碑
」
は
、
寛

政
元
年
（
１
７
８
９
年
）
の
杜
国
没
後
百

年
忌
に
亀
山
村
の
井
本
免め

ん

孔こ
う

・
為い

ち
ょ
う蝶

兄
弟

や
畠
村
の
原は

ら

子し

蔵ぞ
う

ら
に
よ
っ
て
追つ

い

善ぜ
ん

俳は
い

諧か
い

が
開
か
れ
た
４
年
後
の
寛
政
５
年
に
、
伊

良
湖
旧
里
の
雄お

岩い
わ

の
上
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
側
面
に
は
、「
鷹
ひ
と
つ
…
」

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昭
和
58
年
３
月
に
は
、
句
碑
の

隣
接
地
が
芭
蕉
園
地
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
天
野
）

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

潮
騒
の
伊
良
湖
岬 

8

〜
松
尾
芭
蕉
の
来
訪
〜

▼

潮音寺境内に
ある「師弟三吟の
句碑」と杜国の墓

▼

雄
岩
上
に
建
つ「
芭
蕉
翁
之
碑
」
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翌
日
、そ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
方

（
豊
田
市
の
河
野
さ
ん
）か
ら
感
謝
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
メ
ー
ル
に
、児
童
ら
は「
自
分
た

ち
の
交
通
安
全
の
思
い
が
し
っ
か
り
伝

わ
っ
た
ん
だ
」と
喜
び
ま
し
た
。

高
松
小
学
校
か
ら
、心
温
ま
る

情
報
が
届
き
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

９
月
20
日
、高
松
小
学
校
の
交
通

少
年
団
と
高
松
保
育
園
の
園
児
ら

に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
後
、国
道
42
号
を
通
過
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
、児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
交

通
安
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
手
紙

を
手
渡
し
、安

全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

成
章
高
校
の
１
年
生
・
小
久
保
翔
太

さ
ん（
野
田
町
）が
、陸
上
競
技
：

１
１
０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル﹇
少
年
Ｂ
の
部
﹈の

愛
知
県
代
表
選
手
と
し
て
国
民
体
育
大

会
に
出
場
し
、８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

11

国民健康保険税
（第４期分）

金11月30日

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

納
期
限

の

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

ご
み
○
○
禁
止
！
ご
み
の
屋
外
焼
却

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

○
○
○
○
○
地
震
速
報
は
、
地
震
に

よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
し
ら
せ
す

る
情
報
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
専
用

の
端
末
機
な
ど
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
ま

す
。

３　

市
長
・
議
長
が
姉
妹
都
市
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
市
を
訪
問
し
、
○
○
○
○
新
市

長
ら
と
交
流
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

４　

吉
胡
貝
塚
は
、
○
○
○
○
○
時
代
後

期
末
・
晩
期
の
日
本
を
代
表
す
る
貝
塚

で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
11
月
20
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
10
月
号
の
答
え
】
コ
オ
ロ
ギ 

（
応
募
総
数
33
通
中
、正
解
32
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

▼

大会前に市長を訪れた小久保さん

▼

メール内容の一部です
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N
o.614 平

成
19
年
11
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，７６７人　総人口

３３，７９９人　男性

３２，９６８人　女性

２１，０３２世帯世帯数

４４人出生 ３５人死亡

１３９人転入 １５０人転出

－２人増減 ※増減は9月中です

（平成19年４月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成19年10月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

　毎年10月中旬、六所神社を中心とし
た小中山町一帯の寺社に響く“カラス”
（地元の子どもたち）の鳴き声。この鳴
き声から『かあかまつり』と呼ばれるようになった正式名称「御

おまつり

祭
宵
よい

宮
みや

の通夜」は、遠い昔、この地に訪れた高貴な方に白餅を献上
したことから始まったといわれています。夕方から夜にかけて、ろ
うそくがともる参道に並んだカラスたちが「お白餅くいたいカアー
カアカア」と唱えます。すると、参拝者らが白餅（現在はお菓子な
ど）をカラスたち配って回ります。そんなユニークなお祭りの当日、
もし参拝に出かけようという方は、お白餅を忘れないように…。

大久保南

馬草口

芦ヶ池

大久保

大久保西

かあかまつり 
［小中山町］

福江漁港

福江港

西原
保美

高田

皆
さ
ん
は
、旅
行

な
ど
の
前
日
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
○
○
に
行
っ

て
、○
○
を
食
べ
て
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
楽
し
い
で
す

よ
ね
。旅
行
に
限
ら
ず
、自
分
が
楽
し

い
と
思
う
こ
と
を
始
め
る
前
は
、ど

ん
な
こ
と
で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
感
覚
を

味
わ
う
に
は
、熱
中
で
き
る
も
の（
趣

味
）を
見
つ
け
る
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、何

か
一
つ
で
も
熱
中
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
、そ
こ
で
気
持
ち
を
紛
ら
わ
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。自
然
と
気
持
ち

が
高
ま
り
、楽
し
ん
で
い
る
。皆
さ
ん

は
そ
ん
な
趣
味
を
持
っ
て
い
ま
す
か

▼
10
月
21
日
に
行
わ
れ
た「
渥
美
半

島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」。こ
こ
で

も
自
ら
の
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
、ス

タ
ー
ト
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

渥
美
半
島
の
大
自
然
を
前
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
。気
分
が
盛
り
上
が
ら
な
い

は
ず
な
い
で
す
ね
。（
Ｍ
Ｒ
）

サンテパルクたはら 
［野田町］
　訪れた瞬間、四季折々の花々が私た
ちをお迎えしてくれる「サンテパルクた
はら」。もう皆さんご存じですよね。無
料で入場できる“気軽さ”に加え、さま
ざまなイベントなどが体験できる“楽し
さ”や、新鮮な農産物などが購入でき
る“お得さ”が大人気。９月29日にリニューアル・オープンしたマ
ーケットやレストランも気になるところです。「休日をどう過ごそ
うか…」なんて迷うようなら、とりあえずサンテパルクたはらへ出
かけてみてはいかがでしょうか。　


